
つ
ま

き

た

宮
崎
。妻
北
小
学
校
敷
地
内
遺
跡

１
　
所
在
地

２
　
調
査
期
間

３
　
発
掘
機
関

４
　
調
査
担
当
者

５
　
遺
跡
の
種
類
　
不
明

６
　
遺
跡
の
年
代
　
八
世
紀
を

一
〇
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

出
土
地
点
は
、
国
指
定
特
別
史
跡
西
都
原
古
墳
群
が
位
置
す
る
台
地
の
北
東

に
連
な
る
第
二
段
丘
、
標
高
二
〇
を
二
六
ｍ
に
あ
る
。
付
近
は
、
稚
児
ケ
池
に

発
す
る
浅
い
谷
状
地
形
の
末
端

部
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
は
、

西
都
市
立
妻
北
小
学
校
の
プ
ー

ル
と
な
っ
て
い
る
。
木
筒
は
、

一
九
七
三
年
の
プ
ー
ル
建
設
に

伴
い
、
重
機
に
よ
っ
て
掘
削
中

に
、
須
恵
器
、
土
師
器
、
木
器

懐

そ
の
他
と
と
も
に
、
表
上
下
約

一
・
三
ｍ
の
黒
色
土
層
中
か
ら

発
見
さ
れ
た
。

共
伴
遺
物
と
し
て
、

「真
」
の
墨
書
の
あ
る
須
恵
器
の
杯
蓋
、

土
師
器
の
杯
、
線
刻
の
あ
る
高
台
付
椀
、　
全
フ
状
木
器
、
二
孔
を
も
つ
円
形
木

器
等
が
出
上
し
て
い
る
。
な
お
、
木
街
の
出
土
は
宮
崎
県
内
で
は
こ
れ
が
初
め

て
で
あ
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

⑪

　

「
＜
口

□
」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

牌μ中
通
∞
溢

ｏ驚

赤
外
線
写
真
、
赤
外
線
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
に
よ
る
文
字
の
読
解
を
試
み
て
い
る

が
、
不
詳
で
あ
る
。
し
か
し
、
二
な
い
し
三
文
字
が
全
幅
い
っ
ぱ
い
に
書
か
れ

て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。
材
質
は
ス
ギ
材
で
あ
る
。
一異
面
は
火
を
受
け
て
炭
化

し
て
い
る
。

（近
藤
　
協
）

宮
崎
県
西
都
市
大
字
右
松

一
九
七
三
年

（昭
４８
）

（プ
ー
ル
建
設
工
事
中
に
発
見
）




